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け
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

議
員　
地
方
分
権
が
ま
す
ま
す

進
み
、
地
方
の
果
た
す
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
考

え
る
と
、
外
国
人
地
方
参
政
権

は
地
域
住
民
に
関
す
る
こ
と
だ

か
ら
認
め
る
べ
き
と
い
う
論
拠

は
薄
く
な
っ
て
く
る
。
今
後
は

国
際
化
施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
外
国
籍
市
民
の
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。
地
方
参
政
権
は
主
権

に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
よ
り
慎
重
に
考
え
る
べ
き

だ
。現
時
点
で
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
今
後
、
必
ず
国
と
地
方

の
協
議
の
機
会
が
開
か
れ
る
と

想
定
し
て
い
る
。現
時
点
で
は
、

今
後
の
議
論
の
行
方
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
べ
き
だ
。

国
の
方
針
へ
の
見
解
を
聞
く
。

教
育
部
長　
現
時
点
で
は
具
体

的
な
方
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。
市
と
し
て
は
教
員
の
一

層
の
資
質
向
上
に
努
め
た
い
。

議
員　
新
政
権
は
教
育
委
員
会

制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
教

育
行
政
の
責
任
を
首
長
へ
移
す

方
針
を
掲
げ
て
い
る
。し
か
し
、

こ
れ
で
は
教
育
の
政
治
的
中
立

性
・
安
定
性
・
継
続
性
が
損
な

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
今
後
の

教
育
委
員
会
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

教
育
長　
教
育
の
政
治
的
中
立

性
等
の
確
保
は
今
後
の
制
度
設

計
の
中
で
大
き
な
論
点
に
な
る

と
考
え
る
。
国
民
的
な
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

く
自
国
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
に

誇
り
を
持
つ
こ
と
か
ら
出
発
す

べ
き
と
考
え
る
。
国
際
化
に
つ

い
て
の
基
本
的
見
解
を
伺
う
。

市
長　
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の

国
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
か
ら

の
国
際
化
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
本
市
は
、
み
た
か
国
際

化
円
卓
会
議
を
開
催
す
る
な
ど

国
際
化
施
策
に
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
会
議
の
現
状
と

出
さ
れ
た
意
見
を
市
政
へ
反
映

さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
会
議
で
意
見
交
換
さ
れ

る
内
容
は
、
情
報
提
供
・
教
育
・

医
療
・
防
災
が
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。
基
本
計
画
の
策
定

や
改
定
時
に
は
、
国
際
化
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
を
受

議
員　
新
政
権
の
教
育
政
策
は

日
教
組
の
主
張
が
強
く
影
響
し

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

国
は
全
員
調
査
か
ら
抽
出
調
査

へ
変
更
す
る
方
針
を
示
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
課
題
等
の
把
握
や
高
度
な
分

析
・
研
究
の
た
め
に
は
、
全
員

調
査
を
継
続
す
べ
き
だ
。
本
市

で
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
活
用

実
績
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
部
長　
児
童
・
生
徒
の
学

習
指
導
や
授
業
の
改
善
等
に
活

用
し
て
き
た
。
今
後
は
市
独
自

の
学
習
到
達
度
調
査
に
よ
り
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
国
の

抽
出
調
査
に
は
協
力
し
た
い
。

議
員　
教
員
免
許
更
新
制
に
つ

い
て
、
国
は
廃
止
の
方
針
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
制
度

は
教
員
の
資
質
向
上
等
に
重
要

続
け
た
い
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
展
開
し
た
い
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
を
通
じ

て
、
市
民
が
地
域
住
民
と
の
関

係
を
高
め
つ
つ
、
生
き
て
い
く

充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

施
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
活
動
、商
店
街
の
活
性
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育

等
の
施
策
を
一
層
推
進
す
る
。

応
じ
て
工
夫
し
た
消
費
者
教
育

の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
だ
。

教
育
部
長　
発
達
段
階
に
応
じ

て
、
現
実
に
発
生
し
て
い
る
被

害
を
題
材
に
学
習
し
て
い
る
。

議
員　
内
閣
府
の
「
平
成
21
年

版
自
殺
対
策
白
書
」に
よ
る
と
、

平
成
20
年
の
学
生
・
生
徒
の
自

殺
者
は
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

子
ど
も
の
自
殺
防
止
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策
が
必
要
だ
。

教
育
部
長　
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
相

談
体
制
の
整
備
等
、
さ
ら
な
る

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

議
員　
薬
物
乱
用
の
危
険
は
身

近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
学
校
で

の
薬
物
乱
用
防
止
策
を
伺
う
。

教
育
部
長　
薬
物
乱
用
防
止
教

室
等
を
開
催
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉職
員
・
教
員

の
人
財
確
保
と
育
成
に
つ
い
て

の
国
際
化
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
目
指
す
の
で
は
な

リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を

重
点
的
に
推
進
す
べ
き
だ
。

市
長　
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
。

議
員　
安
心
し
て
買
い
物
に
出

掛
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
だ
。
商
店
街
の
休
憩
所
、
ベ

ン
チ
や
ト
イ
レ
等
、
ま
ち
な
か

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に

早
急
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
長　
地
域
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
を
住
み

議
員　
市
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
多
様
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
自

主
防
災
組
織
が
大
災
害
発
生
時

に
最
大
限
の
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
、
核
と
な
る
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
と
中
高
生
を
含
め
た

若
い
世
代
の
参
加
が
必
要
だ
。

市
長　
現
在
、
自
主
防
災
組
織

の
研
修
等
で
様
々
な
呼
び
か
け

や
協
力
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、育
成
に
努
め
た
い
。

議
員　
食
品
偽
装
や
悪
徳
商
法

等
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
正
し

い
知
識
・
冷
静
な
判
断
力
を
養

う
消
費
者
教
育
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
。
今
後
の
消
費
者
教

育
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
講
習
会
等
の
充
実
や
、

高
齢
者
や
若
年
層
向
け
の
取
り

組
み
の
重
点
化
を
図
り
た
い
。

議
員　
学
校
で
も
発
達
段
階
に

議
員　
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進

行
す
る
国
際
社
会
の
中
で
、
真

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
市
内
に

整
備
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

市
長　
整
備
の
あ
り
方
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

連
携
体
制
を
ど
の
よ
う
に
築
い

て
い
く
の
か
、
所
見
を
伺
う
。

市
長　
各
防
災
関
係
機
関
と
の

連
携
訓
練
の
充
実
と
強
化
を
図

る
た
め
、
訓
練
の
頻
度
を
増
や

す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、自
衛
隊
に
つ
い
て
も
、

災
害
時
医
療
連
携
訓
練
を
中
心

に
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
東
京
都
内
で
は
多
く
の

自
治
体
で
自
衛
隊
が
参
加
す
る

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練
に
自
衛

隊
の
参
加
を
要
請
す
べ
き
だ
。

市
長　
各
防
災
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
め
る
中
で
、
自
衛
隊

と
の
有
効
な
連
携
、
訓
練
な
ど

の
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
民
と
犬

が
共
有
で
き
る
公
園
に
つ
い
て

／
市
内
小
・
中
学
校
の
土
曜
授

業
の
解
禁
に
つ
い
て

市
長　
自
然
と
住
環
境
の
共
存

や
都
心
へ
の
近
さ
は
本
市
の
魅

力
だ
。
資
源
の
有
効
活
用
や
産

業
振
興
計
画
等
の
展
開
で
新
た

な
付
加
価
値
を
創
造
し
た
い
。

議
員　
市
民
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
生
活
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
だ
。
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
、
高
齢
者
を
初

め
誰
も
が
歩
い
て
暮
ら
せ
る
バ

し
て
の
自
己
形
成
を
図
る
上
で

貴
重
な
科
目
だ
と
認
識
す
る
。

議
員　
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
陸
上
競
技
施
設
が
整
備
さ

議
員　
昨
年
10
月
24
日
、
杏
林

大
学
病
院
と
都
立
三
鷹
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
21

年
度
災
害
時
医
療
連
携
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。
大
災
害
等
の
発

生
を
想
定
し
た
医
療
・
防
災
の

各
機
関
が
連
携
し
て
対
処
す
る

訓
練
で
、市
と
杏
林
大
学
病
院
、

警
察
・
消
防
を
初
め
と
す
る
各

機
関
の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
が

初
め
て
参
加
し
た
合
同
訓
練
と

な
っ
た
。
大
災
害
等
が
発
生
し

た
場
合
、
三
鷹
市
に
は
、
練
馬

区
に
駐
屯
し
て
い
る
陸
上
自
衛

隊
第
１
師
団
が
派
遣
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
多
く
の
人
命
を

救
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
緊
急

事
態
の
際
に
は
、
市
が
自
衛
隊

の
派
遣
を
よ
り
効
率
よ
く
受
け

入
れ
、
自
衛
隊
に
迅
速
に
活
動

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
市
は
自
衛
隊
と
の
協
力
・

議
員　
三
鷹
市
は
日
本
経
済
新

聞
社
の
「
全
国
都
市
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
度
調
査
」
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
評
価
を
得
て
い
る
が
、

市
民
の
関
心
度
は
低
い
。
市
民

が
自
分
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
え

る
た
め
に
は
、
地
域
の
様
々
な

資
源
を
生
か
し
、
ま
ち
の
魅
力

を
高
め
個
性
の
輝
く
ま
ち
づ
く

り
の
施
策
の
展
開
が
必
要
だ
。

性
の
強
い
運
営
形
態
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
目
的
や

理
由
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

市
長　
人
事
交
流
は
住
民
協
議

会
内
部
の
問
題
意
識
の
中
か
ら

提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市

と
し
て
は
住
民
協
議
会
連
絡
会

の
検
討
結
果
を
尊
重
し
た
い
。

議
員　
対
馬
市
の
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
は
、
市
民
と
地
域

担
当
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
が
目
的
だ
。
こ
の
制

度
を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
地
域
の
市
民
の
声
が
よ

り
よ
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
職

員
の
体
制
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

保
に
つ
い
て
考
え
方
を
示
せ
。

市
長　
①
警
察
署
と
十
分
に
連

携
し
、適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

都
市
整
備
部
技
監　
②
現
時
点

で
は
臨
時
バ
ス
等
の
運
行
や
大

沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

等
の
地
域
を
拠
点
と
し
た
交
通

機
関
の
確
保
が
想
定
さ
れ
る
。

議
員　
三
鷹
市
民
駅
伝
大
会
の

実
施
に
お
け
る
課
題
を
伺
う
。

市
長　
道
路
利
用
者
か
ら
の
苦

情
も
あ
る
が
、
安
全
運
営
に
努

め
、大
過
な
く
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
走
路
の
全
市
展
開
が
望

ま
れ
る
。市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
交
通
規
制
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
増
員
等
の
課
題
に
よ
り
実

施
は
困
難
と
考
え
る
。今
後
、大

沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
し

た
開
催
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

議
員　
中
学
校
の
授
業
に
武
道

教
科
を
必
修
で
取
り
入
れ
る
こ

と
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
伝
統
を
学
び
、
礼

法
を
身
に
つ
け
る
な
ど
人
間
と

市
長　
地
域
自
治
組
織
と
の
協

働
の
あ
り
方
に
関
す
る
助
言
者

会
議
に
お
い
て
検
討
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
区

内
の
町
会
・
自
治
会
等
が
、
住

区
内
連
合
会
の
よ
う
な
形
で
住

民
協
議
会
と
連
携
す
る
こ
と
が

理
想
と
考
え
る
。所
見
を
聞
く
。

市
長　
７
つ
の
住
民
協
議
会
そ

れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
地
域
に
適
し

た
形
で
町
会
・
自
治
会
等
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
関
係
を
築

き
上
げ
て
い
る
と
認
識
す
る
。

議
員　
住
民
協
議
会
間
に
お
け

る
事
務
局
職
員
の
人
事
交
流
を

考
え
て
い
る
と
聞
く
が
、
地
域

議
員　
平
成
25
年
開
催
予
定
の

多
摩
国
体
に
向
け
た
大
沢
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
周
辺
の
都
市
計
画
道

路
整
備
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　
国
体
前
ま
で
に
完
了
す

る
予
定
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
国
体
の
開
催
時
に
は
多

く
の
来
場
者
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
①
交
通
渋
滞
等
へ
の
対
策

を
聞
く
②
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確

４
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
向
け

環
境
・
施
設
整
備
を
推
進
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

大
災
害
等
の
発
生
に
備
え
て

自
衛
隊
と
の
連
携
の
強
化
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

三
鷹
市
に
住
む
こ
と
が

誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
俊
明
　
議
員

市
民
が
安
全・安
心
に
暮
ら
せ
る

取
り
組
み
を
推
進
せ
よ

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

外
国
人
地
方
参
政
権
の

基
本
的
な
見
解
を
問
う

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

新
政
権
の
教
育
政
策
で
は

子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
危
な
い


